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平成 １６ 年工Ｏ月 圭５日 行なわれた ｒ標記技術融習会』 に金田杜員 （県南 Ｂ聴、 津高社

員 （県 央 ＢＫ）、 本 田杜 員 （別 府 速杵 ＢＫ）、 城 戸 崎 （県 北 ＢＫ） 計 ４名 にて 参加 したの で報

皆 す る。

こ の 講習 会の 主 旨は、 基 準点測 量 におけ るネ ヅ トワーク 型 ＲＴＫ－ＧＰＳ を利 用 する公 共測

量 作業マ ニ ュア ルの 解 説はも とよ り、 ネ ッ トワー ク型 ＲＴＫ・ＧＰＳ 測 量 の調 査研 究作業 を報

告 し、 ネ ッ トワ ーク 型 ＲＴＫ－ＧＰＳ 基 準 点測 量への 標準 化 の実 現を 目指 すも の である。

平成 １２年 ６月、「ＲＴＫＧＰＳ を利用 する 公共 測 量作業マ ニュ アル」 が施 行 されて 以来、 基

準点 測 量 （３， ４級 基準 点） には ＲＴＫ ＧＰＳ 測 量ほ 不向き であ ると の 定評 を受け てい た。

今 回のネ ッ トワ ーク 型 ＥＴＫ・ＧＰＳ を利用 す る公 共測 量作業 マニ ュア ル にお いて、 その 定評

を払 拭 させ たマ ニ ュ アル と 言っ て もよ いと 静 師 は述ぺ て いた。 た だ、 今 後の 課 題ほ実 際 に

行な わ れるハイ ブリ ッ ド方式 （ネ ッ トワーク 型 ＲＴＫ・ＧＰＳ と ＴＳ 解の 併用） の 作業 規程 を早

く 改 正 させ、 現 実 に則 した 測量 が出 来る よう にす るこ とで ある と も述 べて いた。

具 体 的な 内容 は、 ＶＲ Ｓ による 多数 の電 子基 準 点網の 線 形平 面 補正 値 を用 いた デ」 タ配

信 シス テ ム と、 Ｆ ＫＰ に よる 基 準電 子基 塗 点１ 点 を中 心と した 練 形 平面 と、 隣接 電子 基 準

点を中心とした線形平面の勾配を表す面補正値を用いたデータ配信システム双方の特性を

述 ぺ て いた が、 観 測恒 に お いて 基線 間 距離 に依 存す る 誤差 を生１二させ な いＦ Ｋ Ｐ方 式が、

将 来 主流 に なる の では と の感 触 を得 た。 しか し、 理 論 上は確 立 さ れて いる が ハ ー ドの 上 で

些 か間 題 がある よ うに 思ラ。 現在 のと ころ システ ム名 を 「趾Ｓ」 と 称 する １杜 による 配信 が

行 な われ て いる が、 初期 コス トが 非 常に 高く、 その 上ラ ン ニン グ 箏ス トも 必 要 である。 そ

もそも放送型のデータ配信 システムであり、 初期化 （測量位置め地球規模的位置概略特定

の為） にサーパーへの接続が何らかの形で必更であるが、 初期化後はリアルデータを受信

す るの み で ある。 そ の 受信 システ ム に付 加 し受 信解 析 ソフ トが 必 要だ の、 操 作上 ペ ンコ ン

が必 要 だの、 全く 無駄 な システ ム をユ ー ザー に負担 させ て いる のが 現状 で ある。

従 来 のマ ニュ ア ルか らは、 直 控 観測法 （２周 波 ＧＰＳ２ 台の 内 １ 点固定 １ 卓移動 の同時

観 測） が 受 け入 れ やす かっ た が、 現 地既 知点 精度 及 ぴ、 環閉 合 に よる 平均 の 為、 新点 聞 の

角蔭差が一定ではなく、新点の位置誤差が大となり後続のＴＳ 測量にほ使いづらい状況であ

った。 一 方、 間 接観 測 法を 簡潔 に 言 え ば、 間 按 的に！煩次 新点 間 の基 綜 を求 め 既知 点か ら 既

知点を結ぴ、 三次元網平均計算により求める手法であり、 その為新点の位置誤差が直接観

測 法 に比 ぺ小 さく なる。 非常 に優 れ もので は ある が、 作業 的 には２ 周波 ＧＰＳ を ３ 台 要 し、

高額 な設 備 投資 が 必要 で あった 為 一般 的に は、 受け 入れ られ な かった
ｐ



と こ ろで、 今 回 のマ ニュ ア ル案 に よれ ば基準 点測 量 の み （路 線 ・ 河川 ・ 用 地・ 地形 測 量

は含 ま れて い ない） に絞 られ マニ ュ アル 化 され てお り 参加 者 に、 確実 に使 え る測 量 シス テ

ムであると強く印象付けたように恩える。 特に観測方法 （間接観測） 制限の緩和に地理院

の拙 速 性を強く 感 じられた。 こ れ も 「平成 地籍 睦備事 業」 の 短期推 進 への副 産物 であ ろう。

具体的には、 既に測量現地に１級基轄点並の基準点が設置されている地区においては量も

有勃 な 手法と な った。 １台 の２周 波 ＧＰＳ によ り間接 衝測 法 （従来 は ２月波 ＲＴ附ＧＰＳ を ２

台及 ぴ 電子 基準 点 １基、 計Ｓ 台同 時 に観測 しなけれ ぼ精 度が 保て ない。） の道 が開 け、 ２月

波 ＧＰＳ１台 準同 時観 測法（２ 周 波 ＲＴＫ・ＧＰＳ １台 及ぴ 電子 基準点 １基、計２ 台 同時に 観測）

が 可能と なり、 初期 設備 投資 が多 少軽 減 され た。

まとめとして、 （杜） 大分県公共嘱託登記土地家屋嗣査士協会が行なう業務おいて、 世界

測 地系 にて 成 果統 一 を図 る におい て、 機 材 の賭 入或 い は レンタ ル は別 に しても、 今 ま で の

状 況よ り はか なり 好 転 して いると 考 えて も 艮い。 今 後 は協 会な り に検 証を 行 いなが ら、 世

界測 地系 の 基準 点を用 い ３，４ 級基 準点 並 の登 記基 準点 を設 置 し、 成 果の 統一 に適進 しなけ

れ ばな らな い。 今 回４名 の ブロッ ク 代表 者が 参 加 し、 受 講 した 内 容を 大分 協会 杜員 へ逐 次

伝 達する 為、 研 修会 を計 画 したい と考 える。

以 上簡 単 では ある が、 報告 とす る。


